
 令和５年度「高等学校課題発見・解決学習推進プロジェクト」に係る 

未来を生き抜くためのエージェンシー育成プログラム委託業務仕様書 

１ 業務の目的 

サミットの開催を契機として，テーマ型探究を通して，自ら考え，主体的に行動して，責任をもって

社会変革を実現していく姿勢・意欲（エージェンシー）をもった人材育成を図る。当該活動では，生徒の

課題発見・解決学習を推進するためのファシリテーションや資料提供及び成果発表の手法の教授等様々

な指導・助言業務を行うため，専門的な知見をもち,かつ海外の有識者や学校等と交流ができる民間事業

者に業務を委託することとし，テーマ型探究活動を企画・実施する。 

※本取組で育成を目指す資質・能力は次のとおり。 

（各学校で育成を目指す資質・能力の向上につながる，より汎用的な資質・能力） 

資質・能力 定義 

知識・ 

技能 
知識・技能 ○社会及び対象を多面的に捉え，問題を解決していくための知識・技能 

思考力・ 

判断力・ 

表現力 

等 

課題発見・

解決能力 

○社会及び対象を多面的に捉え，自分との関わりにおいて問題を発見する力 

○問題の解決に向けて，多様な他者と協力して探究し，問題の解決策を導き出

す力 

批判的・論

理的思考力 

○事象について，多面的・分析的に考察する力 

○事象について，論理的に考察する力 

学びに 

向かう 

力 

イノベーシ

ョン 

○グローバルな視点で社会に貢献するための，新たなものを生み出す感性・好

奇心 

オープンマ

インド 

○多様な考えや価値観をもつ他者に対する寛容さ，異なる意見の他者と良好な

人間関係を構築しようとする態度 

○変化に対する柔軟性 

グリット 
○困難や失敗に対してもあきらめず，試行錯誤をして最後までやり遂げようと

する態度 

 

２ 業務委託期間 

契約締結の日から令和６年３月 31 日まで 

 

３ 業務の概要 

・現代的諸課題のうち，主に，Ｇ７サミットにおいて，近年継続的に扱われているテーマについての課

題解決に向けた生徒の活動プログラム（業務内容６(1)～(4)）の企画・運営・進捗管理を行うこと。 

※テーマ例：平和，気候変動，エネルギー問題，ジェンダー平等 等 

（テーマの設定方法は，別途発注者と協議すること） 

・本取組で育成を目指す資質・能力を十分に理解の上，探究活動に取り組ませるためのファシリテート

を日本語及び英語を使用して行うこと。 

・業務内容６(2)～(4)に参加する留学生の募集・手配については発注者で行い，経費を負担する。現代

的諸課題のテーマにおいて知見や興味を有し，日本語及び英語で議論できる日本国内の大学等に在籍

する留学生５名程度（各回１人×５班）の派遣を行う予定であるので，業務内容６(2)～(4)のプログ

ラムは，参加生徒と留学生との協議の場を設ける等，留学生の知見を活かせるようなプログラムとす

ること。  

  

４ 実施対象 

  県立学校の生徒 20 名程度（４人×５班を設定することを想定している。） 



 

 

※参加する県立学校の生徒については，発注者において，別途募集を行う。 

 

５ 実施スケジュール 

  ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 

キックオフ研修会   ●          

国際交流ミーティング   ● ● ● ● ● ● ● ●   

インタラクティブ・ 

プログラム（仮） 
    ●    ●    

高校生国際会議（仮） 

(ユース・サミット) 
         ●   

 

６ 業務内容 

(1) キックオフ研修会  

参加者に対し事業の趣旨説明及びワークショップを行うための企画・運営を行うこと。 

【キックオフ研修会】 

内容 班分けの実施，テーマの設定 

方法 集合（生徒のみ） 

会場 広島市内  

参加人数 20 名程度（高校生生徒 20 名） 

実施月 ６月中旬の土曜日又は日曜日 

時間 ４時間程度 

 

① 会場の設営及び撤去 

・会場の準備，設営，撤去を行うこと。 

・プロジェクター等研修会に必要な備品について発注者と事前に打合せを行うこと。 

・当該キックオフ研修会のみ，50 名程度収容可能で，Wi-Fi 接続可能な会場及び備品を発注者にて

手配し，費用を負担する。 

② 各種資料の作成 

・研修会に係る次第，実施マニュアル，進行台本等を発注者と協議の上，作成すること。 

③ 研修会及びワークショップの司会，進行管理等 

・研修会の司会，進行管理等を行うこと。 

・関係者と事前調整を行うこと。 

 

(2) 国際交流ミーティング 

参加者がテーマに関するディスカッションを行うための企画・運営を行うこと。 

【国際交流ミーティング】 

内容 留学生等とのテーマに関するミニディスカッションの実施 

方法 オンライン 

期間 毎月１回（計８回） 



 

 

 

 

① 各種資料の作成 

・ミーティング内容等詳細を示したスケジュールを作成すること。 

・ミーティングで使用する教材や事前学習用の教材を作成し，発注者と協議をすること。 

・出欠管理表を作成し，ミーティング前後に発注者に提出すること。 

② オンライン接続 

・生徒は一人１台端末を所有しており，GoogleMeet が利用可能である。オンラインの接続につい

ては，GoogleMeet に加え，ZOOM を使用する可能性があるため，これらが利用できるよう，受

注者の端末や利用設定は受注者負担により行うこと。なお，GoogleMeet については契約締結

後，発注者にてアカウントの設定を行うため指示に従うこと。ZOOM については，受注者の所有

するアカウントを利用すること。 

③ 国際交流ミーティングの司会，進行管理等 

・ミーティングの司会，進行管理等を行うこと。 

・関係者と事前調整を行うこと。 

・ミーティング前に事前学習教材を参加者に提示すること。 

 

(3) インタラクティブ・プログラム（仮） 

ディスカッション及び有識者による講演会等実施の企画・運営を行うこと。 

【インタラクティブ・プログラム（８月）（仮）】 

内容 

・自己開示プログラムの実施 

・テーマに関するディスカッション 

・有識者による講演会，ワークショップ等 

方法 集合 

会場 広島市内 （メイン会場及びサブ会場） 

参加人数 25 名程度（高校生生徒 20 名+留学生等５名） 

実施月 ８月 

時間 ３日間（１日当たり６～７時間程度） 

 

① 会場設営及び撤去 

・会場については，50名程度収容できるメイン会場及び 30名程度収容できるサブ会場を手配す

ること。なお，２つの会場は同階上にあるなど近接していること。 

・会場準備，設営，撤去を行うこと。 

・スクリーン又はモニターを設置し，プロジェクター等研修会に必要な物品を手配すること。 

・Wi-Fi 接続可能な会場とすること。 

② 各種資料の作成 

・インタラクティブ・プログラムに係る次第，実施マニュアル，進行台本等を発注者と協議の上，

作成すること。 

・インタラクティブ・プログラムで使用する教材や事前学習用の教材を作成すること。 

時間 ２時間程度 



 

 

③ インタラクティブ・プログラムの司会，進行管理等 

・研修会の司会，進行管理等を行うこと。 

・関係者と事前調整を行うこと。 

・有識者については発注者に事前に相談すること。また，有識者の謝金及び会場までの旅費につ

いては，受注者が負担する。 

 

【インタラクティブ・プログラム（12月）（仮）】 

内容 

・テーマに関するディスカッション 

・有識者による講演会，ワークショップ等 

・国際会議の準備 

方法 集合 

会場 広島市内 （メイン会場及びサブ会場） 

参加人数 25 名程度（高校生生徒 20 名+留学生５名） 

実施月 12 月 

時間 ３日間（１日当たり６～７時間程度） 

 

① 会場設営及び撤去 

・会場については，50名程度収容できるメイン会場及び 30名程度収容できるサブ会場を手配す

ること。なお，２つの会場は同階上にあるなど近接していること。 

・会場準備，設営，撤去を行うこと。 

・スクリーン又はモニターを設置し，プロジェクター等研修会に必要な物品を手配すること。 

・Wi-Fi 接続可能な会場とすること。 

② 各種資料の作成 

・インタラクティブ・プログラムに係る次第，実施マニュアル，進行台本等を発注者と協議の上，

作成すること。 

・インタラクティブ・プログラムで使用する教材や事前学習用の教材を作成すること。 

③ インタラクティブ・プログラムの司会，進行管理等 

・研修会の司会，進行管理等を行うこと。 

・関係者と事前調整を行うこと。 

・有識者については発注者に事前に相談すること。また，有識者の謝金及び会場までの旅費につ

いては，受注者が負担する。 

 

(4) 高校生国際会議（ユース・サミット）（仮） 

高校生国際会議（ユース・サミット）の企画・運営を行うこと。 

【高校生国際会議（仮）】 

内容 

・「ユース・サミット宣言」の作成及び発表 

・ユース・サミット後，宣言文を政府関係者等に提出（仮） 

・テーマに関するディスカッション 

方法 集合（生徒のみ） 



 

 

会場 広島市内  

参加人数 
25 名程度（高校生生徒 20 名+留学生等５名）+オンライン参加者（県立

高等学校生徒及び教員） 

実施月 １月（予定） 

時間 ４時間程度 

 

① 会場設営及び撤去 

・会場の準備，設営，撤去を行うこと。 

・スクリーン又はモニターを設置し，プロジェクター等研修会に必要な物品を手配すること。 

・Wi-Fi 接続可能な会場とすること。 

② 各種資料の作成 

・高校生国際会議に係る次第，実施マニュアル，進行台本等を発注者と協議の上，作成すること。 

・高校生国際会議で使用する教材や事前学習用の教材を作成すること。 

③ 高校生国際会議の司会，進行管理等 

・研修会の司会，進行管理等を行うこと。 

・関係者と事前調整を行うこと。 

④ YouTube ライブ配信 

・YouTube 上で公開する映像コンテンツ（LIVE 配信）作成のための必要機材を調達し，セッティ

ングを行うこと。また，当日の配信動画を記録し，業務完了後，発注者へ提供を行うこと。 

 

７ 実施体制 

(1) 上記６の業務を実施するため，必要な実施体制を整えること。 

① 業務責任者（コーディネーター） １人 

   業務を円滑に実施するため，企画全体の調整や管理をする者とする。 

② メンター  

・プログラムの班活動において，班ごとに１名配置すること。 

・メンターは，生徒へ適切な指導・助言ができる者とする。 

(2) 業務の実施・生徒等への連絡に当たっては，Google チャット等を使用すること。 

 (3) 対面で実施する企画（キックオフ研修会を除く）については，留学生等の旅費及び会場手配を委託

に含むこととし，広島市内で交通の便のよい場所を確保すること。 

(4) 対面で実施する企画については，ＰＣ（office ソフトが使えるもの）７台を手配できること。 

(5) 新型コロナウイルス感染症防止の対策を十分に行うこと。 

 

８ 発注者との打合せ 

 ・発注者の指示により，業務内容に関する打合せを適宜実施すること。 

 ・毎月の業務の進捗状況及び業務内容を翌月 10日までに書面で報告すること。 

 ・次の事項については，発注者に事前に承認を得ること。 

① 対面で実施する企画の会場の選定（キックオフ研修会以外） 



 

 

② 使用する教材や事前学習用の教材 

 

９ 成果報告 

  令和６年３月 10 日までに，生徒の感想文やアンケート結果等を含めた報告書を添付した業務報告を提 

出すること。また紙媒体とは別に，電子データで提出すること。 

 

10 その他 

 (1) 成果物の著作権は，本県に帰属するものとする。 

 (2) 特別の事情が生じた場合は，双方協議の上，委託条件等を変更できるものとする。 

(3) 生徒の旅費は自己負担とする。 

(4) 生徒への連絡に当たっては，原則 Google チャットを使用することとし，業務履行に係り携帯電話

や LINE，インスタグラムなどのＳＮＳを利用した生徒との不適切な連絡は行わないこととする。 

 


